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北海道におけるカラマツ素材及び製材の流通

鎌　田　昭　吉

　道林産課では，昭和44年以降，道内のカラマツ素材及び製材の流通調査統計を実施している
が1～5），このほど昭和50年度分6）（50年4月～51年3月の1ヵ年間）についてとりまとめられた
ので，要点を抜き出して，ここに紹介いたします。また，参考までに，木材市況月報7）（道林産
課調べ）などにより，最近5ヵ年間のカラマツ素材及び製材の価格推移を添付いたします。

  1． カラマツ素材

  1．1　カラマツ素材生産量

　この1ヵ年間に，多少によらずカラマツ素材を生産

した道内の全業者（582事業所）からの回答により，

50年度中に生産されたカラマツ素材の林野別数量を，

第1表に，支庁別数量を第2表に示した。

　道内総生産量は404,853m3と前年比114％と増加し

ている。

　林野別にみると，国有林が前年の2倍となり，市町

村有林が62％の増で，その他はほぼ前年並みである。

　支庁別の生産では，空知・後志・網走・上川の各支

庁の伸びが大きく，最大の主産地である十勝支庁は24

％の減少となっている。十勝・網走・上川の各支庁の

占める比率は，それぞれ全道の30％，26％，13％で，

3支庁合わせると，依然として約69％の高率を保って

いる。

  1．2　素材の径級構成

　径級別生産量を構成比で示すと，第3表のとおりで

ある。

　過去からの推移をみても，主体をなす8～18cmが
68％とほぼ一定している。径7cm未満が増加，20cm
上が減少の傾向を示している。
  1．3  素材の用途別・仕向先別・地域別出荷量
　内訳は，第4表に示すとおりである。用途別にみる

と，製材用が前年36％→本年34％とほぼ横ば

い，坑木用が21％→29％と増加し，パルプチ

ップ用は30％→26％と減少している。

　仕向先別数量は，自家消費22％→25％，直

接販売39％→46％と増加し，反面，商社集荷

業者扱い28％→21％，道森連扱い11％→8％

と減少した。

　出荷地域別では数量的にはごくわずかであ

るが，移出量が前年の半分以下の45％となっ

第2表　支庁別カラマツ素材生産量及び生産業者数
　　　 素材生産量：単位　 m3

第1表　林野別カラマツ素材生産量　　単位；m3
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第3表　カラマツ素材の径級別割合　単位：％ 第6表　製材用カラマツ素材の径級割合　　単位：％

第4表　素材の用途別・仕向先・地域別出荷量　　単位：m3

第5表　カラマツ挽き立工場の出力階層別工場数

ており，とくに京浜地方の落ち込みが大きい。

　2． カラマツ製材

　2．1　カラマツ製材工場数

　昭和51年3月末現在における道内の製材工場数906

工場のうち，カラマツ材を多少なりとも挽き材した工

場は，前年と同一比の17％，154工場である。

製材設備出力階層別の工場数は，第5表に示すとお

　　　りで，小規模階層ほど，カラマツ挽き立て工

場数の比率が高くなっている。

　2．2　製材用カラマツ原木の径級構成

　製材用原木の径級別数量を構成・比で示す

と，第6表のとおりである。

　すう勢として，小径木の利用が多くなって

おり，前年まで一番多かった径級14～18cm

は43％→35％と減少し，8～13cmが33％→

43％と最も多いグループとなった。

　2．2　カラマツ挽き立工場の生産規模及び

　　　　専門化

　カラマツ挽き立工場数154工場を，カラマ

ツ製材生産規模階層別に分類してみると，第

7表に示すとおりである。

　カラマツ製材生産規模階層が小さくなるほ

ど，工場数は多くなっているが，反面カラマ

ツ以外の樹種を挽き立てする割合が高まっている。

　カラマツ製材生産規模階層1,000m3／年間以上の33

工場で，全道カラマツ製材生産量の約74％をしめてい

る。

　カラマツ挽き立工場の平均的な姿は，カラマツ710

m3その他N・L  1,493m3，カラマツ挽き立比率32

％の工場とみなされる。

　ついで，生産規模と関連して，カラマツ挽き立比率別

工場数の分布をみると，第8表に示すとおりである。

　もっぱら，カラマツのみを挽き立てている工場数は

25工場で，零細・中型・比較的大型工場まで種々存在

しているか，カラマツ1,000～3,000m3／年間の工場が

主体となっている。
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第9表　カラマツ原木消費量，製材生産量及び製材出荷量（m3）

第7表　カラマツ製材生産規模別－－工場数及び生産量

第8表　カラマツ製材生産規模別－－カラマツ挽き立比率別工場数

　2．3　カラマツ製材の生産量及び出荷量

　全道のカラマツ原木消費量，製材生産量及び製材出

荷量の推移は，第9表に示すとおりである。

　ソ連産カラマツの消費・生産が，前年5.1％→6.4％

と年々増加の傾向がうかがえる。

　全道統計数値による製材歩止りは，45～50年度，そ

れぞれ69.9，71.8，71.7，69.0，69.0，69.0％と，こ

こ3ヵ年間不動である。

　なお，50年度におけるカラマツ製材の比重を量的に

みると，カラマツは総製材用原木消費量の4.3％，同

針葉樹のみに対しては6.9％，をしめており，総製

材生産量の3.6％，同針葉樹のみに対しては5.3％を

しめている。

　　2．4　支庁別カラマツ製材

　　　　　工場数及び生産量

　50年度における支庁別のカラ

マツ挽き立工場数，原木消費量，

製材生産量及び製材出荷量は，

第10表に示すとおりである。

　カラマツ挽き立工場は，かな

り以前から日高支庁をのぞい

て，全道各支庁に分布している。

　カラマツ素材の主産地である

道東の十勝・網走支庁には，比

較的大型のカラマツ専門挽き工

場が多く，製品は，地場で消費

される量も少なくはないが，な

んといっても仮設材・梱包材・

ダンネージ材などの本州移出が

主体である。

　道南の渡島・檜山・後志・胆振支庁には，工場数は

多いが，概して小型の工場若しくはカラマツ材を少量

挽き立てる工場が多い。この地方は，エゾマツやトド

マツ材などの優良針葉樹材に乏しいので，カラマツ製

材も建築用構造材として比較的使われており，その他

仮設材・パレット材など大部分が地場消費されてい

る。

　2．5　カラマツ製材の出荷量

　カラマツ製材品の用途別，仕向先別，地域別出荷量

は，第11表に示すとおりである。

　用途別出荷量の比率内訳では，梱包材が前年24％→

28％，土木用が11％→13％と増加し、ダンネージが16

％→13％，パレット材が11％→9％と減少し

ている。しかし，過去からの推移をみると，

ドラム材にやや減退傾向がみられるものの，

全体としては，格別大きな変化は認められな

い。

　仕向先別数量は，直接販売が29％→34％に

増え，商社・集荷業者扱いが50％→48％，道
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第10表　支庁別カラマツ挽き立工場数及び原木消費量，製材生産量，出荷量

森連が14％→12％とそれぞれ減少した。

　出荷地域別では，道外向けが59％→56％と減少し，

その分道内向けが41％→44％と増加した。この移出量

の減が商社・集荷業者扱い数量の減に反映した。

　移出先別では，京浜地方がその主体であるが，74％

→83％と一割近いシェアの伸びをみせている。この

分，中京・静清が減少している。

第11表　カラマツ製材品の用途別，仕向先別．地域別出荷量　　単位：m3

　道内消費では，建築用構造材が半分近い47

.4％を占め，その9割弱は製材工場の所在す

る自支庁管内で消費され，他支庁への出荷は

一割強にすぎない。

　3． 生産業者のカラマツ材に対する意向

　カラマツ素材生産業者及び製材業者を対象

に，あらかじめ素材及び製材の生産・流通・

販売などに関する問題事項を設定したアンケ

ート調査表により回答を求め，つぎのような

結果が得られた。

　なお，参考までに，46年度の回答結果（順

位）も集計表に並記した。

　3．1　カラマツ素材に関して

　素材生産業者からの回答は，第12表に示すとおりで

ある。

　これによると，カラマツ素材の「販売価格が安い」

「生産費が高い」，「利用可能な令級が少ない」とい

う意見が圧倒的に多い。

　回答意見の多い方からの順位をみると，上位4項目

までは，4年前の46年度分の調査のときの結果と，ま
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第12表　カラマツ素材についての問題点
　　　　　　　　　　　　回答件数241／調査件数
285

第13表　カラマツ製材についての問題点
　　　　　　　　　　　　回答件数99／調査件数157

ったく同じ順位付けとなっている。

　4年前に比べて，「労働力の不足」が若干緩和され

たという小さな変化がみられる程度で，カラ

マツ素材生産上の問題点並びに問題意識の比

重の軽減・変化はほとんど認められない。

　3．2　カラマツ製材に関して

　カラマツ製材業者からの回答は，第13表に

示すとおりである。

　これによると，「製材品の価格が安い」，

「大径材がない」，「製材生産コスト高」，

「原木が集まらない」，「製品販売先（需要

地）が遠い」という意見が多い。

　46年度調査では，製品が安い，大径材がな

い，原木が高い，労務者不足といった意見が

多かったのであるが，ここ4ヵ年の間に，原

木高と人手不足にやや軟化のきざしがうかが

える。反面，賃金の上昇や諸物価の値上りに

よる製材コスト高を問題視する工場が増えて

きている。

　4． カラマツ素材及び製材の価格

　「丸太のまま利用」する坑木，パルプチッ

プ用材，足場丸太などの特殊材価格の，最近

5ヵ年間の推移を，第1図に示した。

　さらに，素材及び製材の生産地的な北見市

場と素材の消費地・製材の生産地的な旭川市場におけ

る，製材用素材及び製材品の価格推移を，それぞれ第
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　　カラマツ特殊製材品価格
　　　　　　　　　（51年6月調べ6））
工場渡価格（製品の運賃含まず）

第3図　旭川市場における針葉樹素材，製材の価格推移

2図及び第3図に示した。

　木材市況の大勢として，48年は，いわゆる〝ヨンパ

チ〟景気の波にのって，木材もまれにみる異常な高値

を示したが，49年後半には，オイルショックとヨンパ

チの反動などによる不況が重なって，価格は大きく落

ち込んだ。50年中・後半から，再ひ回復のきざしがみ

られ，51年の建築需要期間は，全体的にじり高傾向に

推移した。これから不需要期をむかえ，高値横ばいが

どう変るか注目される。

　なお，カラマツの特殊製材の価格は，地域や工場に

よって開きがあるが，おおよそつぎのとおりである。

　おわりに，多くを道林務部林産課武石氏ら
の助力によったことを付記します。
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